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　子どもにスマートフォンや携帯電話を持たせることになったら、家庭内でのルールを決め、
販売店ともよく相談し、有害情報を見せないように制限するフィルタリングサービスを必ず設
定するなど（購入時原則無料設定）、家庭にあった使い方で利用させるようにしたいものです。
　また、インターネットは不特定多数の人が利用しているため、個人情報の取り扱いには特に
慎重にさせる必要があります。スマートフォン・携帯電話やパソコンを通じて､インターネッ
ト上のウェブサイトの掲示板などに、特定の子どもの悪口や誹謗・中傷を書き込んだり、メー
ルを送ったりするなどの｢ネット上のいじめ｣や見知らぬ人とのやりとりなどSNSでのトラブル
も大きな問題となっており、家庭でも情報モラルについて十分認識することが大切です。
　情報は、それに振り回されるものではなく、賢く利用し生活に潤いを添えるものです。現代
はさまざまな情報が氾濫し、だれもがいとも簡単に入手できる時代です。だからこそ、それら
を正しく見極め、正しく使用できる能力を子どもに身に付けさせるのは親の責任です。
青少年インターネット環境整備法　http://www8.cao.go.jp/youth/youth-harm/index.html

　現代の子どもは生まれた時からスマート
フォンや携帯電話がある生活をしているので、
初めて持たせても大人よりも備わっている機
能を器用に使いこなします。そして、通話よ
りもメールやSNS・ネットゲームの利用が多
いようですが、社会経験が乏しいため、ネッ
トの及ぼす影響力や有害性を正しく認識でき
ないことがあります。「すぐに友達に教えてあ
げてください」「できるだけ多くの人に広めて
ください」など転送を促す言葉が付いた誤っ
た情報がメッセージ系で次々と広まってしまう
ケースもあります。
　クリックしたら法外な料金を請求された事
例や、写真や個人情報を悪用しようとする犯
罪も後を絶ちません。せがまれたからと安易
に買い与えることは、子どもを危険にさらす
ことにもなりかねません。

　子どもは学校で多くの時間を勉強に充てるので、家では心身ともにくつろいで、テレビや
ゲームを楽しむ時間も欲しいと思っているかもしれません。
　しかし、ネットゲームなどに熱中すると、インターネット利用を何よりも優先して、自分の
意志ではやめられなくなったり、日常生活に支障を来してしまったりと、「ネット依存」に陥
ることがあります。「ネット依存」は、脳や睡眠時間、睡眠の質に影響が及ぶ傾向をはじめ、
健康問題や社会問題を起こしうるものであり、早期発見・早期対策が必要です。そのためにも、
インターネットなどメディアに関する知識を親も子どもと一緒に学びましょう。
　大切なことは、家でメディアに接する時間などのルールを決め、きちんと守らせることです。
「ノーテレビ・ノーゲームの日」をつくってみてはいかがでしょうか。自分から机に向かう習
慣を付け、集中して学習することで、自分自身をコントロールする力が養われます。「分かる
ようになった」喜びを実感した子どもにとって、勉強はどんどん楽しいものとなるでしょう。

　現代の子どもは、テレビ・ビデオや漫画、
ネット動画やネットゲーム・携帯ゲーム等、
勉強より楽しいと感じる遊びに囲まれてい
るので、家庭で学習する習慣を身につけさ
せるのはなかなか大変です。ゲームをやっ
ていない、人気のテレビ番組を見ていない
ことで友達との話題についていけない等、
子どもなりの言い分もあるでしょう。
　時間が過ぎるのも忘れて、ついテレビや
ゲームに夢中になって夜遅くまで遊んでし
まい、「早寝・早起き・朝ご飯」の習慣が
崩れてしまうこともあります。



　子どもにスマートフォンや携帯電話を持たせることになったら、家庭内でのルールを決め、
販売店ともよく相談し、有害情報を見せないように制限するフィルタリングサービスを必ず設
定するなど（購入時原則無料設定）、家庭にあった使い方で利用させるようにしたいものです。
　また、インターネットは不特定多数の人が利用しているため、個人情報の取り扱いには特に
慎重にさせる必要があります。スマートフォン・携帯電話やパソコンを通じて､インターネッ
ト上のウェブサイトの掲示板などに、特定の子どもの悪口や誹謗・中傷を書き込んだり、メー
ルを送ったりするなどの｢ネット上のいじめ｣や見知らぬ人とのやりとりなどSNSでのトラブル
も大きな問題となっており、家庭でも情報モラルについて十分認識することが大切です。
　情報は、それに振り回されるものではなく、賢く利用し生活に潤いを添えるものです。現代
はさまざまな情報が氾濫し、だれもがいとも簡単に入手できる時代です。だからこそ、それら
を正しく見極め、正しく使用できる能力を子どもに身に付けさせるのは親の責任です。
青少年インターネット環境整備法　http://www8.cao.go.jp/youth/youth-harm/index.html

　現代の子どもは生まれた時からスマート
フォンや携帯電話がある生活をしているので、
初めて持たせても大人よりも備わっている機
能を器用に使いこなします。そして、通話よ
りもメールやSNS・ネットゲームの利用が多
いようですが、社会経験が乏しいため、ネッ
トの及ぼす影響力や有害性を正しく認識でき
ないことがあります。「すぐに友達に教えてあ
げてください」「できるだけ多くの人に広めて
ください」など転送を促す言葉が付いた誤っ
た情報がメッセージ系で次々と広まってしまう
ケースもあります。
　クリックしたら法外な料金を請求された事
例や、写真や個人情報を悪用しようとする犯
罪も後を絶ちません。せがまれたからと安易
に買い与えることは、子どもを危険にさらす
ことにもなりかねません。

　子どもは学校で多くの時間を勉強に充てるので、家では心身ともにくつろいで、テレビや
ゲームを楽しむ時間も欲しいと思っているかもしれません。
　しかし、ネットゲームなどに熱中すると、インターネット利用を何よりも優先して、自分の
意志ではやめられなくなったり、日常生活に支障を来してしまったりと、「ネット依存」に陥
ることがあります。「ネット依存」は、脳や睡眠時間、睡眠の質に影響が及ぶ傾向をはじめ、
健康問題や社会問題を起こしうるものであり、早期発見・早期対策が必要です。そのためにも、
インターネットなどメディアに関する知識を親も子どもと一緒に学びましょう。
　大切なことは、家でメディアに接する時間などのルールを決め、きちんと守らせることです。
「ノーテレビ・ノーゲームの日」をつくってみてはいかがでしょうか。自分から机に向かう習
慣を付け、集中して学習することで、自分自身をコントロールする力が養われます。「分かる
ようになった」喜びを実感した子どもにとって、勉強はどんどん楽しいものとなるでしょう。

　現代の子どもは、テレビ・ビデオや漫画、
ネット動画やネットゲーム・携帯ゲーム等、
勉強より楽しいと感じる遊びに囲まれてい
るので、家庭で学習する習慣を身につけさ
せるのはなかなか大変です。ゲームをやっ
ていない、人気のテレビ番組を見ていない
ことで友達との話題についていけない等、
子どもなりの言い分もあるでしょう。
　時間が過ぎるのも忘れて、ついテレビや
ゲームに夢中になって夜遅くまで遊んでし
まい、「早寝・早起き・朝ご飯」の習慣が
崩れてしまうこともあります。











茨城県いじめ・体罰解消サポートセンター

茨城県警察少年相談コーナー

いばらき消費生活ナビ（消費生活全般）

センター「どうしん」

4150

平日 8:30～17:15
土日祝は留守番電話対応

・少年サポートセンター水戸　　TEL　029-231-0900
・少年サポートセンターつくば　TEL　029-847-0919

茨城県 子どもの教育相談

○いじめなくそう！ネット目安箱（24時間受付）
　メールで相談や情報提供ができます。

　

いじめ・体罰解消サポートセンター
http://www.edu.pref.ibaraki.jp/ijimekaisho/

http://www.pref.ibaraki.jp/seikatsukankyo/syose/sodan/index.html
茨城県警察サイバー犯罪対策室（インターネットに関する犯罪・トラブルに関する相談）

http://www.pref.ibaraki.jp/kenkei/a01_safety/cyber/taisyo/04_contact.html#a01
こたエール（子どものネット・ケータイのトラブル相談）

http://www.tokyohelpdesk.jp/

board/kodomo/

子どもの教育相談

メール  7830@center.ibk.ed.jp

日立児童分室
鹿行児童分室

0318

350
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8:00～22:00

3247

（中央児童相談所本室）

インターネットに関する窓口

（　　　　        ）

茨城県保健福祉部子ども政策局子ども家庭課
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